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孔。はじめに  上記のような列挙木が仮想的に定轟されて   
鮒な順  

二  

月 

陀，圃＝叩lとする。ここでは、グラフ G    は自己閉路も平行枝も含まない迎結グラフと AlgorithmA  

あ Stepl：Q＝（アリとする・  
であるとき、rはグラフGの全張本である Step2：Qが空ならば、終了・  

妄鵠£簑タの韻翌訂蒜冨禁喜芝S崇鎧若草宕請認警腎盲琵是認臓  
られているものとする。全張本の透さは、そ  

Sノ‾ド針生成しQに入れ、  

持っていると仮定する。この仮定は各校の重  
きを摂動することによって容易に満たすこと  
ができる。堕さの最も軽い全服木を慮′ト全硯  現実において全張本を順位列挙する際は、  
木と呼ぷ。本発表では、与えられたグラフG  全ての全張本を列挙しなければならないこと  
の全張木を、その重みの紅い順々列挙する方  は少なく、上記の算法は適当な時点で終了さ  
法について講諭する。  せることが多い。  

このような間琶を解く静枝は、順位列挙算  上記のような算法を実行した際、麹合 Q  

約が加わったような間街を胴く際に有効であ  時間の大部分を飽合 Q の取り扱いにかかる  

し‖ と  

な）制約を満たすような仰が最初に得られた  木桶では、袋合 Q の大きさが急速償大きく  
時点で算法を停止することによって、目的の  ならないような列挙本について議論する。   

‡ 

2。解法の基本構造  2本の枝が異なる0   

重さはアの重さと同じかより聴い。  が全張本であり、かつr＋e－Jの貌ノード  
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Jの全ての対の数はたかだか …？l  

とから、上記の手続きによって全  
≠  ドを多項式時間で生成することがで  

は
後
し
 
 
 

4．列挙木  

木桶では、以下で4郁類の列挙木を定義  

し、それぞれの列挙木を用いた際の Q の大  
きさの増加について議論する。  

本節では、与えられたグラフの枝班合  ヤ
 
 

e
 
 

は、枝の重みの′トさい順に（el，eつ，‥  

と番号付けられているとする。枝 eJ  

し、ノをeJの重宝と呼びI（tX（ej）と雷く。  
r● を、辞書式順序において最′トの木とする。  
このとき r■ が最小木となることが知られて  
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いる。以下で定義する4つの列挙木では 
、 のルートノードを r◆ とする。全醍木  

そ
 
 

r
 
 に対し、♪（r）＝（J∈rl］e，r＋e一  

丁は全張木，Ⅰ（1x（e）＜Idx（．／‖ と定義する。  

枝e∈rに対しctlt（r，e■）をeによって定  

まる基本カットセットとする。  

LL列挙木： r†と異なる任意の全張木 r  

に対し、その親を r＋e－．／と定羨する。  

ただしJは P（71）の中で最も大きな添字  

を持つものであり、 e は cllt（r，．／）中の  
Jより小さな添字を持つ枝の中で最も大きな  

添字を持つものである。  

LS列挙木： r－ と異なる任意の全張木 7’  

0  5  10  1さ  

伽血相卿甘ddけ崩  

沙  訪   

上記の例では、必要記憶容量の意味で、SL  
列挙木が最も良いと思われる。また、いくつ  
かの予備的な実験においても、SL列挙木は4  
つの列挙木の中でも最も点いことが確認され  
ている。発表においては、さらに詳細な計算  
機実験について報告を行なう予定である。   

本研究をすすめるにあたって御協力いただ  
いた藤越供給氏に感謝いたします。  
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に対し、その紋を r＋e－．r と定義する。  
ただし、′ は P（r）の中で最も小さな添字  

を持つものであり、 e は ctlL（r，．／）中の  
Jより小さな添字を持つ枝の中で最も大きな  
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上記の4つの規則によって定まる列挙木  
が、前出の条件（1）～（4）を満たしていること  

は容易に分かる。  

5．数値例   
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